



What is the Difficulty in the Childcare that a New Face Nursery Nurse Feels? 

















































































２. 研 究 方 法





























対象者※ クラス 子ども数 保育士数 備　　考
Ａ
０歳児 17名 ６名 育児担当制※※
Ｂ
Ｃ ０歳児 18名 ７名 育児担当制
Ｄ １歳児 10名 ２名
Ｅ １歳児 17名 ３名 育児担当制
Ｆ １歳児 23名 ４名
Ｇ ２歳児 12名 ２名
































































































































































































































































































































４. 総 合 考 察
　３歳未満児クラスの新人保育士のインタビューから
分類された３つの概念カテゴリを概観すると，新人保
育士が感じる保育の難しさの主たる内容は，コミュニ
ケーション能力に帰結するものが多いことが明らかと
なった．その上で，もっとも比率の高かった概念カテ
ゴリは「保育士間の連携」であった．保育は子どもの
成長・発達が主たる目的となるため，「保育士―子ど
も」間の関わりが重要なことは言うまでもないが，今
回の研究対象となった新人保育士は，子どもとの関わ
り以上に同僚となる保育士との関係に難しさを抱えて
いることが明らかとなった．これは「保育観の違い」
や「相談することへの遠慮」のそれぞれのコードで語
られたような対人関係を築く力，相手とコミュニケー
ションを行う力に関連があると考えられる．真下ら7)
らの保育士養成校１年生を対象にした調査では，学生
自身に人とのコミュニケーションに関する苦手意識が
あること，特に初対面の人との会話に代表されるよう
な「他人との最初の関係づくり」やトラブルの解決な
どの「能動的な働きかけ」が苦手であることが明らか
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にされており，本研究と一致する部分が多い．
　一方で，最も比率の低かった「保護者への対応」の
概念カテゴリについて，日常的に保護者の応対は行う
ものの，保護者からの相談に受け答えをする業務に関
しては，経験の少ない新人保育士ではなく他の保育士
が対応していることが現実として多いため，新人保育
士の悩みとしては他の概念カテゴリと比較して相対的
に比率が低くなったと考えられる．これが一人担任で
あることが多い３歳以上児クラスの保育士であれば，
必然的に新人保育士であっても保護者対応を行うこと
になるため，比率は高くなると思われる．３歳以上児
クラスの保育士の保育の難しさについても調査し，本
研究との比較を行っていくことは今後の課題としたい．
　次に，各コードに着目すると，「生活支援方法の幅の
なさ」や「保護者への声かけ」，「相談することへの遠
慮」などのコードは，子ども（保護者や他の保育士）
との信頼関係の形成により，比較的短期間に難しさが
和らいでいくと推測される．一方で，「子どもの気持ち
の理解」や「相談に対する回答」，「ベテラン保育士と
の違い」などのコードは，一定の時間をかけた知識と
実践の積み上げが難しさの解消に必要であると推察さ
れる．今回の研究では，１年間の内，９月から12月の
間に，各新人保育士に一度だけ実施したインタビュー
を分析対象としているため，どのような過程を経て新
人保育士が感じる保育の難しさが変容していくのかを
検証することはできない．したがって，新人保育士の
１年間をいくつかに分け，その時期ごとに感じる保育
の難しさを明らかにし，時期ごとの保育の難しさの変
容を解明していくことで，より具体的な新人保育士が
感じる保育の難しさの様相を描き出すことが可能だと
考える．
５. 謝　　　辞
　お忙しい中，時間を割いていただき，快くインタビ
ュー調査にご協力いただいた新人保育士の皆様に，こ
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６. 付　　　記
　本研究は，第66回日本保育学会のポスター発表で受
けた指導，助言をもとに，加筆，修正したものである．
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